
第２学年 生活科学習指導案 
平成２８年１０月２８日（金）２校時 

指導者 越間 由香 
 
１．単元名  大きくなあれ わたしの野さい② ～地いきの人とそだてよう，サツマイモ！～ 
 
２．単元のねらい 
  ○サツマイモが育つ場所，変化や成長の様子に関心をもつとともに，気づきを身近な人々と伝

え合うことに意欲をもち，進んで交流しようとする。 【生活科への関心・意欲・態度】 
  ○サツマイモを育てたり，気づきや想いを友だちや地域の人に伝えたりすることについて，自

分なりに考えたり振り返ったりする。        【活動や体験についての思考・表現】 
  ○サツマイモを育てる活動を通して，生き物は生命をもって成長していることや，友達や地域

の人とかかわる楽しさやよさに気付く。     【身近な環境や自分についての気付き】 
 
３．基盤 
 ○児童観 

…＜個人情報保護のため省略＞… 
 
 
 

 

○教材観 

本単元は，学習指導要領の内容（７）「動物を飼ったり植物を育てたりして，それらの育つ

場所，変化や成長の様子に関心をもち，また，それらは生命をもっていることや成長している

ことに気付き，生き物への親しみをもち，大切にすることができるようにする」と，学習指導

要領の内容（８）「自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行い，身近

な人々とかかわることの楽しさが分かり，進んで交流することができるようにする」を受けて

設定したものである。育てる野菜に興味をもち，友だちや地域の人と一緒に活動する楽しさに

留まらず，疑問に思ったことを聞いたり自分の想いや気付きを伝えたりといった交流を繰り返

す中で，心のつながりが豊かになる楽しさやよさを実感することを目的として，サツマイモの

栽培に取り組むこととした。 

サツマイモは，本地域のような海辺の砂地でも栽培ができ，害虫にも強い。また，一本の苗

から多くの収穫があり，地下から掘り上げた時の驚きや喜びが期待できる。低学年の児童でも

栽培が容易で，かつ確かな実りも実感できるという点で，児童の興味や関心を持続させること，

児童に大切に育てたいという想いをもたせることに，有効な野菜であると言える。さらに，サ

ツマイモは本地域と縁が深く，今から約３００年前の飢饉の際，井戸平左衛門と共にサツマイ

モの作り方を学んで広めた青木秀清という人物が出ている。秋の公民館主催「わたづまつり」

では，地域の人が青木秀清を偲んでサツマイモを使った料理をふるまう活動が行われており，



本地域にとってのサツマイモは，より身近な野菜であると言える。 

また，今回使用する畑は校地外にあるものの，児童の通学路に面していたり，町の中程にあ

ったりするので，児童や地域の人の目に触れやすいという利点がある。したがって，日常の生

活の中でサツマイモの苗植えから収穫までの成長が確認できるだけでなく，地域の人に栽培活

動を見守ってもらえるなど，地域の人とかかわる機会も生まれやすい。今回，サツマイモを通

して，校内で収穫を祝う会（いもいもパーティー）を設定したり，課外活動である「わたづま

つり」への参加を促したりすることで，児童が育てたサツマイモを介して，地域の人と交流す

る楽しさやよさに気付かせる学習活動が展開できると考えた。 

以上のことから，サツマイモの栽培を通して，植物に親しんだり大切に育てようとしたり，

身近な人々と交流する意欲や態度が高められたりするのではないかと考え，本単元を設定した。 
 

 ○指導観 
本校では，研究主題「自ら課題を追求し続ける児童の育成～人とのかかわりを通して～」を

もとに，生活科では「『想い』を大切にした学習過程の中で，人とのかかわりを工夫すれば，気

付きを深めたり広げたりしながら，進んで自分の想いを実現しようとし続ける児童が育つであ

ろう」という研究仮説を立てている。本単元では，国語科の「『ありがとう』をつたえよう」の

単元で地域の人に感謝の気持ちを書いたり，学級活動ではパーティーの計画をしたり，「わたづ

まつり」に参加したりといった他教科・課外活動等とも関連させながら，学習を進めていきた

い。そして，児童が進んで自分の想いを実現しようとし続ける場の設定をするために，「具体的

な活動や体験の場」と「表現活動の場」の２つに視点をおいた授業を考えていきたい。 
 
①具体的な活動や体験の場 
○人とのかかわり方の工夫（「いも兄ちゃん」とのかかわり） 

    本単元では，単元を通して，地域で農業を営む方を「いも兄ちゃん」として，サツマイモ作

りの指導にかかわってもらう。「いも兄ちゃん」は，いろいろな品種のサツマイモを育てながら，

この地域の風土に合う品種を探したり，栽培方法を試行錯誤したりしておられる方である。ま

た社会教育にも携わり，市内の子ども達と農業体験活動も行っておられる。 
  今回，「いも兄ちゃん」にはサツマイモ作りの指導だけでなく，「いも兄ちゃん」の畝を児童

に見させることにより，その工夫や努力に気付かせたり，自分たちの世話の工夫につなげたり

していきたい。そして，サツマイモの成長の過程で困ったり悩んだりすることがあったら，い

つでも「いも兄ちゃん」に手紙や電話で聞いてもよいことを伝え，自ら進んで想いを解決しよ

うとする意欲をもたせたい。 
 また，単元の後半には，いもを植えた時と同じグループ編成で，「いも兄ちゃん」と交換日

記を行う。サツマイモは後半になると，比較的，手がかからなくなる野菜であるが，児童は日

記に書く内容を考えるため，自らサツマイモ畑に行き，サツマイモをより詳しく観察しようと

すると考える。サツマイモを大切に育てたいという想いを持続させるねらいとともに，観察に

よって気付いたことや疑問に思ったことを書くとすぐに応えてもらえることで，自分の想いを

伝えることの楽しさやよさを感じることができると考える。 



 
○人とのかかわり方の工夫（「イモレンジャー」とのかかわり） 
本単元では「いも兄ちゃん」だけでなく，地域ボランティアの５名の方に「イモレンジャー」

としてかかわってもらう。苗植えや草取り，いも掘り，つるを使った調理などの場面で一緒に

活動する場や機会を設けたり，「いもいもパーティー」で一緒に調理した物を食べたりして交流

を図っていく。こうした交流を繰り返すことで，児童は身近な人々とかかわることの楽しさや

よさに気付いていくと思われる。 
 

②表現活動の場 
○相手意識・目的意識をもった表現活動（「いもいもパーティー」での発表・「わたづまつり」

への参加） 
本単元では，「いも兄ちゃん」や「イモレンジャー」と収穫したサツマイモを一緒に食べる場 

  を「いもいもパーティー」として設ける。そこで，児童はこれまでのサツマイモ作りで感じた

ことをグループごとに発表する。伝える方法は劇，歌，クイズなど，自分達がやりたい方法を

選んで行う。伝える内容としては，サツマイモが成長する過程の中で，自分が大切に育ててき

たことや，そこには「いも兄ちゃん」「イモレンジャー」との交流があったことなどが考えら

れる。児童には，これまでの活動を日記や巻物などを手がかりに振り返って考えさせたい。こ

こでは特に「いも兄ちゃん」「イモレンジャー」と自分たちがどのような交流を続けてきたの

かを取り上げ発表させることで，交流したよさや楽しさをより実感し，今後も進んで様々な人

と交流しようとする意欲が持てると考える。 
また，「イモレンジャー」から，地域の公民館で毎年実施される「わたづまつり」について紹

介してもらう場を設定する。そのことにより，地域行事（「わたづまつり」）に関心を持たせる。

自分達が育てたサツマイモを，婦人会がふるまう芋粥の材料として提供してはどうかと提案す

ることで，次の活動への意欲につなげていきたい。実際に地域で行われる祭りの場で「学んだ

ことを人に教えたり，話したりする」活動を行うことは，苦手意識の解消になるとともに，そ

の楽しさやよさ，充実感を十分に感じることができ，気付きを深める場にもなるのではないか

と考える。 
 
○気付きが高まる伝え合いの場の工夫（思考ツールの活用） 

学習課題について，考えを引き出しやすく，思考が整理しやすくなるよう，話し合いの際に

は付箋や思考ツールを活用していきたい。付箋や思考ツールをグループでの話し合いに活用す

ることは，自分の考えと友だちの考えの相違が明らかになり，また考えを整理したり組み立て

たりすることに有効であると考える。そして，考えを整理することで，また新たな気付きを生

むことができると考える。 

 
○掲示の工夫（学習の流れ・人材とのかかわりが見える掲示） 

本単元では，１学期からの学習の流れを活動の写真とともに掲示し，サツマイモの成長，自

分達がサツマイモに親しみ大切にしようとお世話をがんばってきた成果，「いも兄ちゃん」「イ



モレンジャー」と交流してきたこと等を意識し続けられるようにする。また，学習の中で気付

いたことを振り返りカードに書き，それを全体に見える形で掲示していく。振り返りカードに

書いてあることの中で，他の児童にも気付かせたい内容には教師のコメントを書き，一人一人

の気付きを全体で共有したり，気付きを深めたりする。 
   
   第２次は「いもいもパーティー」で発表する内容を考えたり準備をしたりする活動を行う。「い 

もいもパーティー」については，学級活動の時間に計画を立てておく。その際，このパーティ 
ーは何のためにするのかを全体で考え，スローガンを決めさせたい。「いも兄ちゃん」や「イモ 
レンジャー」に喜んでもらいたい，感謝の気持ちを伝えたい，一緒に楽しむ時間にしたいなど 
の想いをスローガンに込め，繰り返し確認することで，単元の終わりまでその想いを実現しよ 
うとし続けると思われる。そして，前時に，そのパーティーで「いも兄ちゃん」や「イモレン 
ジャー」が喜んでくれる発表を何にするのかをグループごとに考える。児童はこれまでの「お 
もてなし会」の経験から今回の発表の方法を考えるものと思われる。グループ編成については， 
交換日記を通して，いもを植えた班の３人のグループ意識も育っていると思われるので，その 
グループで相談して決めさせたい。また，いも兄ちゃんやイモレンジャーにどんなことを伝え 
たいのかも，個々に付箋に書いておく。その際，掲示物や交換日記，これまでの活動の写真な 
どを手がかりとさせたい。書きにくい児童には「いも兄ちゃんに教えてもらったこと」「イモレ 
ンジャーと一緒にしたこと」等の視点を与え，考えさせたい。    
本時は最初に，前時に書いた付箋を持ち寄り，グループごとに発表で伝える内容を考える。

付箋は事前に児童の思考がしやすいように，教師で分類をしておく。そして，話し合いをしな

がら自分たちの発表に入れたい内容を「発表に入れたいこと」の枠に移動させる。この活動は，

地域の人に喜んでもらえる発表をするには，どんな内容を入れたらいいのかという集団思考の

手助けとなると考える。 
そして，グループごとに実際に発表内容を作っていく活動を行う。教師は個々のグループに

合ったワークシートやカード，文具やタブレット端末等を用意し，必要に応じて提示すること

で，主体的に学べるように支援する。また，活動の途中で，グループの話し合いがパーティー

のスローガンに沿ったものになっているか確認し，必要に応じて声かけをする。 
最後に，個々に振り返りカードに書く時間をもつ。今日の活動で，自分ができたことは何か， 

  次時がんばりたいことは何かを書くことで，次の学習への意欲をもたせたい。また，よい気付

きのものを全体で紹介することで，自分が気付かなかったことを意識させ，よりよい発表がし

たいという想いをもたせたい。 
 
 
 
 
 
 
 



４．単元指導計画と評価計画 
（１）評価規準 

小単元の評価規準 生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や 
自分についての気付き 

第１次 
地いきの人とサツ

マイモをそだてよ

う。 ６時間 

サツマイモが育つ場所， 

変化や成長の様子に関 

心をもち，地域の人に教 

えてもらいながらサツ 

マイモを育てることに 

意欲をもっている。 

サツマイモを育てる活 

動について，気付いたこ 

とを身近な人々と伝え 

合いながら，自分なりに 

考えたり工夫したり振 

り返ったりして表現し 

ている。 

 

サツマイモは生命をも 

って成長していること 

や上手に世話ができる 

ようになったこと，身 

近な人々と関わる楽し 

さに気付いている。 

第２次 
いもいもパーテ

ィーで地いきの

人につたえよう。 

    ６時間        

地域の人にサツマイモ

を育てる活動を通して

気付いたことを伝え，進

んで交流しようとして

いる。 

サツマイモの栽培活動

を振り返り，地域の人

に何を伝えるかを選ん

だり，分かりやすい伝

え方を工夫したり，振

り返ったりしている。 

身近な人々と関わるこ

との楽しさが分かり，

互いに交流することの

よさに気付いている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）単元指導計画と評価計画（生活科１２時間＋国語２時間＋学級活動２時間） 
小単元名 主な学習活動 ○評価基準（☆評価方法） 

第１次 
地いきの人

とサツマイ

モをそだて

よう。 
６時間 

①「いも兄ちゃん」に教えてもらい

ながら土づくりを行う。 
 
②「イモレンジャー」といもの苗植

えをする。 
 
③④サツマイモの様子を見て，お世

話の仕方を考えながら行う。 
 
⑤⑥夏休みの様子について伝え合

い，これからのお世話の仕方を考

えながら行う。 

○サツマイモが育つ場所，変化や成長の様子

に関心をもち，地域の人に教えてもらいな

がらサツマイモを育てることに意欲をも

っている。  

【生活科への関心・意欲・態度】 
○サツマイモを育てる活動について，気付い

たことを身近な人々と伝え合いながら，自

分なりに考えたり工夫したり振り返った

りして表現している。 
 【活動や体験についての思考・表現】 

○サツマイモは生命をもって成長している 

ことや上手に世話ができるようになった 
こと，身近な人々と関わる楽しさに気付い

ている。 
【身近な環境や自分についての気付き】 

☆行動観察・発言，振り返りカード 
第２次 
いもいもパ

ーティーで

地いきの人

につたえよ

う。  
  ６時間 

①サツマイモの収穫をし，収穫の喜

びを友だちや地域の人と分かち

合う。 
 
◇学級活動：いもいもパーティーの 

計画をする。 ２時間 
◇国語科：「『ありがとう』を伝えよ

う」いも兄ちゃん，イモレ

ンジャーに招待状を書く。 
２時間    

 
②③④いもいもパーティーで，いも

兄ちゃんやイモレンジャーにサ

ツマイモを育てながら思ったこ

とを伝える方法や伝える内容を

考えて，準備をする。（本時③） 
 
⑤いもいもパーティーをする。 
⑥片付けや振り返りをする。 

○地域の人にサツマイモを育てる活動を通

して気付いたことを伝え，進んで交流しよ

うとしている。 
【生活科への関心・意欲・態度】 

 
○サツマイモの栽培活動を振り返り，地域の

人に何を伝えるかを選んだり，分かりやす

い伝え方を工夫したり，振り返ったりして

いる。 

【活動や体験についての思考・表現】 
 
○身近な人々と関わることの楽しさが分か

り，互いに交流することのよさに気付い

ている。 
【身近な環境や自分についての気付き】 

 
☆発言・振り返りカード・表現物 
 

〈課外活動〉 
「わたづまつり」に参加する。 

 



５．本時の活動（第２次・第３時，９／１２） 
（１）ねらい 

「いもいもパーティー」で地域の人に伝えたい発表の内容を選んだり，工夫したりする。 
【活動や体験についての思考・表現】 

（２）本時の展開 
学習活動と予想される児童の反応（○） 教師の支援（○）と評価（☆） 
１．前時の活動を振り返り，本時のめあて

を確認する。 
 
 
 
 
 
２．グループで，いも兄ちゃんやイモレン

ジャーさんに伝えたいこと（発表に入れ

たいこと）を考える。 
予想される児童の反応 
○「いも掘りの時に，掘るのを手伝っ

てくれたことが言いたいな」 
○「こうかん日記でわからないことを

教えてもらってうれしかったことを

伝えたいな」 
 
児童が使う思考ツールの例 
 
 
 
（ダンス）で入れたいことをえらぼう 

 

 
３．グループで発表の内容を作る。 
予想される児童の反応 
クイズ 
○どんなクイズにしたらいいかな。 
○いも兄ちゃんに教えてもらったことを

クイズにしよう。 
○いもが何キロとれたかしようかな。 
 

 
 
 
 
○活動の見通しがもてるように，学級活動からパ

ーティーまでの学習計画を示す。  
 
○一人一人が自分の想いをもって話し合いに臨め

るように，事前に付箋に自分の考えを書いてお

く。グループでの思考の整理を容易にするため

に，教師が事前に付箋を分類しておく。 
 
○ありがとうの気持ちだけでなく，一緒にしたよ

さや自分の成長などを伝えることも大切である

ことを助言する。 
 
○互いの気付きを深めるため，話し合ったことを

全体で発表させる。その際，全体に見えるよう

に実物投影機で付箋を映す。一つのグループの

気付きを全体に広げていくために，キーワード

となる言葉を板書で示す。 
 
 
 
 
○それぞれの発表を考えていくための手助けとな

るようなワークシートや支援グッズなどを準備

しておき，必要に応じて手渡す。 
例： 
クイズ 
○たくさんの材料の中からクイズ作りをしていく

上で手助けとなるようなワークシート 

いもいもパーティーでつたえることを，えらんだりくふうしたりしよう。

 



劇・ペープサート 
○いもの成長をペープサートにしよう。 
○教えてもらっている所を入れようか。 
○私は，いもになってみようかな。 
 
 
ダンス 
○いもが成長する様子をおどりにしよう。 
○いもほりをしているところを写真で確

かめよう。 
 
 
 
 
４．今日の活動を振り返り，振り返りカー

ドに書く。 
 ①今日できたこと・がんばったこと 
 ②次の時間にがんばりたいこと 

劇・ペープサート 
○話の流れを考えることができるようなカード 
○登場人物やセリフが記入できるようなワークシ

ート 
○必要な声を録音しておくボイスレコーダー 
 
ダンス 
○動きを録画して見直すためのタブレット端末 
 
 
○活動の途中で，必要に応じてグループの話し合

いや準備が，パーティーのスローガンに沿った

ものになっているか確認し，声かけをする。 
 
○本時の活動を振り返り，次時したいことを考え

られるような振り返りカードにする。 
○教師が見取った児童のよい姿を知らせ，次の活

動への意欲を高める。 
 
☆これまでのサツマイモを育ててきた活動を振り

返り，地域の人に何を伝えるかを選んだり，分 

 かりやすい伝え方を工夫したり，振り返ったり

している。 
【活動や体験についての思考・表現】 

 
（発言・振り返りカード） 

 
（３）本時の評価 

十分満足できると判断される

児童の具体例 
おおむね満足できると判断さ

れる児童の具体例     
支援を必要とする児童への

手立て 
一緒に活動した地域の人のこ

とを考えて伝えたいことを選

び，友だちの意見を聞いたり自

分の考えを伝えたりしながら

内容や伝え方を工夫している。 

地域の人と一緒にした活動や

感謝の気持ちの中から，発表の

中に入れたいことを選び，内容

や伝え方を工夫している。 

交換日記や掲示物を見直す

ことで一緒にした活動や感

謝の気持ちに気づけるよう

にする。思考の手助けとなる

ようなワークシート等を使

って考えさせる。 
 
（４）研究の視点 

    ○伝えたいことをグループで考え全体に広げる場を設定したことや、発表内容を作り上げてい

くための支援（ワークシート・助言・支援グッズ）は，ねらいに迫るために有効であったか。 



６．単元における気付きや想いの例 
 
 
 

 

 
課外活動 

地いきの人とサツマイモを育てよう！ 

イモレンジャーといも兄ちゃんと一緒に苗を植えよう。 

サツマイモのお世話をしよう。 

 

いも兄ちゃんとつる返しをしよう。 

 

イモレンジャーといも兄ちゃんと，いもほりをしよう。 

去年あまりできなかっ

たけど，大丈夫かな？ 

学習指導要領（７）の内容 

・畝はサツマイモのベッドになる。 

・土はふかふかになるよう石や根をとり，か

まぼこ状にする。 

・イモレンジャーさ
んと一緒だったか

ら，たくさん苗を植
えられた。 
・いも兄ちゃんに教

えてもらってでき
て，嬉しい。 
・いも兄ちゃん，畝

作り上手だな。 

 

どんなお世話をし

たらいいのかな？ 

・根が張るまでは，水をたっぷりやる。 

・つるはどんどん横に伸びる。 

・葉の数が増える。 

・葉が大きくなる。 

・枯れた草を敷いておくと雑草が生え 

にくい。 

・イモレンジャーは少ない人数で準備をしてく

れた。イモレンジャーはいつも助けてくれる。 

道がわからないくらい葉がふ
えたよ。どうするのかな？ 

・友だちやいも兄ちゃ

ん，イモレンジャーと

一緒にサツマイモを

育てることができた。 

そろそろイモ掘りしたいな。いつ頃がいいかな。 

いも兄ちゃんに聞いてみよう。 

・サツマイモは，いのししが

食べにくるので，柵が必要。 

・葉は日光に当たるよう重な

らないように生えている。 

・葉が黄色くなったら収穫

時。 

・サツマイモは根にできる。 

・葉やイモを虫が食べる。 
・かかしで鳥を追い払える。 

 
 

やったあ。大

きなサツマイ

モができた。

いも兄ちゃん

やイモレンジ

ャーさんたち

と一緒に食べ

たいな。 

学
習
指
導
要
領
（
８
）
の
内
容 

・自分の伝えたいことが伝

わることは楽しい。 

・地域の人に自分たちのサ

ツマイモのことを伝えたり

交流したりすることは楽し

いし，たくさんのことを学

ぶことができる。 

いもいもパーティーでサツマイモを育てて思ったことを伝

えたらよろこんでくれた。ぼくらも楽しいし，うれしかった。 

どんなパーティー

にしよう。 

いも兄ちゃんやイモレンジャーとわたづまつりにさんかしたいな。 

肥料って，いつ，

どれだけやればい

いのかな？ 

サツマイモ， 
とっても 
おいしいな！ 

・これまでの栽培活動

よりもさらに上手に

世話ができるように

なった。 

いもいもパーティーで地いきの人につたえよう！ 

・つるが伸びたら，栄養が芋

に行くように，つる返しをす
る。 

・つるも食べられる。 

 

わたづまつりにさんかしよう！ 

上手に植えられた。サツマイモができるよう，水や

りやほかのお世話をがんばろう！ 

いもいもパーティーをしよう。 

わたづまつりで地いきの人

にサツマイモを育てて思っ

たことを伝えたら，よろこ

んでくれた。楽しかった。 

いも兄ちゃんと一緒にうねを作ろう。 

どんな畑にしたら

いいかな？ 

・太いつるだけ植えて，細い茎や草は出す。 

・サツマイモは土の中で大きくなる。 

 

畑に草がない。きれい
になっている！誰が

してくれたのかな？ 

去年どうやって

植えたかな？ 

イモ兄ちゃんは，どうやって
苗を植えるのかな？ 

・草取りは，大変だけど，

いも兄ちゃんや，イモレ

ンジャーさんが手伝っ

てくれるから安心。 

・いも兄ちゃんは，芋の

こと，色々知っていてす

ごいな。分からないこと

は，聞くといいな。 

 

何かに食

べられて
いるみた
い。どう

しよう？ 

・大きなサツマイ

モが，たくさんで

きたのは，いも兄

ちゃんやイモレ

ンジャーさんの

おかげだ。 

      

 

パーティーで，何を，ど

んな方法で伝えよう。 

・お世話を頑張

ったから，去年

よりおいもがた

くさんとれた。 

子どもの想い ・気付き 小単元名 体験活動 


